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１ ねらい 
○ 山口県が進める「こどもや子育てにやさしい休み方改革」の一環として、県内の公立学校
に通う子どもたちが、休業日以外でも家族とともに、校外で体験や探究の活動を行える「家
族でやま学の日」を導入し、家族で過ごせる仕組みを構築する。 

○ 「やまぐちで学ぶ」、「やまぐちを学ぶ」ことで、山口への愛着を深める。 
 
２ 活用について 
○ 校外での自主学習活動として位置付け、「欠席」扱いとはせず「出席停止・忌引等」の扱い
となります。保護者等の休暇に合わせて取得することができます。 

○ 事前に保護者が学校へ所定の申請書を提出してください。 
○ 活用できる日数は、年間３日です。申請は１日単位とします。残った日数を次年度に繰り
越すことはできません。 

○ 申請できない日は次のとおりです。 
① 入学式、卒業式挙行日（式に参列する学年について） 
② 定期テスト（中学校）、全国学力・学習状況調査実施日 
③ その他、校長が指定する日 

○ 令和６年度の２学期（令和６年８月２６日）から活用できます。 
○ 給食については、「家族でやま学の日」活用日の前々月の２０日までに申請があった場合、
停止します。なお、申請後の停止取り消しはできません（その際、当日の給食の提供はでき
ませんので御留意ください）。 

○ 「家族でやま学の日」を活用したことで受けられなかった授業の学習内容は、原則、家庭
で補うこととしていますので御理解ください。 

 
３ 活動内容について 
○ 「体験」「探究」の学びの要素があれば、県外や旅行に出かけることも可能です。キャンプ
や博物館、美術館巡り、コンサート等の各種イベントへの参加についても認められます。 

○ 保護者と子どもを預ける大人（成人）の双方の合意があれば、地域や子育て支援団体等の
保護者以外の大人と一緒に活動する場合についても活用可能とします。 

〇 「家族でやま学の日」に関する事後の報告等は求めませんが、各御家庭で次の学びにつな 
がる「振り返り」を行ってください。 

 
４ 「家族でやま学の日」の活動のポイント 
○ 家族等と「一緒に過ごす時間」が大切です。 
○ 「何のために、何を学ぶか」を事前に子どもと一緒に話し合ってみてください。 
○ 遠くに行かなくても、身近な地域にも「学びの種」はあふれています。 
 

５ 活用例 
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